




会社概要 
 

１．事業者名及び代表者名 

松栄電設工業 株式会社 

代表取締役 木村 和由 

 

２．所在地 

本社 大分県大分市三佐一丁目１０番１３号 

 

３．環境管理責任者および連絡先 

環境管理責任者 ： 総務部 次長 

TEL：097-521-7181 FAX：097-521-4603 

 

４．事業規模 

資 本 金  ： 32,000,000円 

社 員 数  ： 49名（2023年 6月 1日現在） 

事業所延床面積 ： 299.34㎡ 

 

５．事業内容 

建設業許可番号 ： 大分県知事許可（特－3）第 5094号 

許可の種類  ： 電気工事業 

建設業許可番号 ： 大分県知事許可（般－3）第 5094号 

許可の種類  ： 電気通信工事業 

建設業許可番号 ： 大分県知事許可（般－3）第 5094号 

許可の種類  ： 管工事業 

 

６．環境管理責任者および担当者連絡先 

環境管理責任者 ： 総務部 次長 

担当者  ： 総務部 主査 

電話番号  ： 097-521-7181 

FAX番号  ： 097-521-4603 

e-mail  ： office@shoei-densetsu.jp 

 

７．車輛保有数 

普通乗用車 1台 軽乗用車 3台 普通トラック 7台 軽トラック 2台 

普通バン 7台 軽バン 4台 

○使用燃料：ガソリン・軽油 

 

８．認証登録対象 

全組織及びプラント工事，高速道路工事，電気設備工事を対象とする。 
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環境経営方針の制定と、EA21環境マネジメントシステムの統括
環境管理責任者の任命
取組状況を評価し、全般的な見直しの実施及び指示
環境への取組を適切に実行するための資源(人・もの・金)の準備

代表者より委任を受け、システムの構築、運用、維持に関する責任と権限を有する
環境経営計画の策定及び推進管理を代表者へ報告
環境関連法規の取りまとめと評価及び環境活動レポートの確認・公表

環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
環境関連文書、記録管理
活動における決定事項を社員全般に伝達及び環境活動記録の取りまとめ
外部環境コミュニケーションに関する窓口
環境関連法規の取りまとめと環境経営レポートの作成、環境管理責任者へ報告

環境経営目標、環境経営計画の伝達
各部門の実施状況、目標達成状況、問題点の報告

各部門における環境活動及び環境経営計画の企画・作成・実施
各部門における環境活動の実施、目標達成状況を推進委員会に報告
各部門における現場内で発生する緊急事態への対応訓練と記録を事務局に報告
各部門の問題点の発見及び是正、予防処置を実施する

環境経営方針、環境経営目標を理解するとともに、環境活動に積極的に参加する
環境活動における改善点を見つけ出す

事務局

環境管理責任者

事務局

総務部部長 プラント工事部次長 高速道路工事部部長工務部部長

役職

代表者

推進委員会
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代表者

環境管理責任者
総務部 主査

エコアクション21推進委員会（四半期毎に一回）

総務部部員 工務部次長 回転機工事部部長 高速道路工事部部員

代表取締役　木村和由

エコアクション21
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環 境 経 営 方 針 

〈基本理念〉 

弊社は，「輝く未来」をテーマに掲げ，創意工夫のもとに社会の発展を図り，地域・社会に貢献できる企業を

目指します。 

   その事業活動において生じる，産業廃棄物等による環境への影響を最小限に抑え，自然を守るために，以下

の行動指針を基に環境マネジメントシステムを構築し，継続的に改善していきます。 

   無駄なく，より少ない資源で電気工事を行うことは，企業活動の効率化に繋がることにもなるため，積極的

に推進していきます。 

〈行動指針〉 

１． 日常業務において環境に与える影響を把握し，技術的，経済的に可能な範囲で次の各項目を環境管理の

重点課題として取り組み，環境負荷の低減と環境汚染の予防に努めます。 

 ａ 省エネルギーを推進し，環境影響（二酸化炭素排出）を低減します。 

 ｂ 事業廃棄物の発生を制御し，再利用及びリサイクルを推進します。 

 ｃ 水使用量を削減します。 

 ｄ 環境負荷低減に貢献できる優れた製品，サービスおよび施工方法を提供します。 

    これらについて環境経営目標・環境経営計画を定め，定期的に見直しを行い継続的な改善に努めます。 

２． 弊社の事業計画活動に関わる環境関連の法規制及び，その他の要求事項を厳守して，継続的に取り組み

ます。 

３． この環境経営方針は，全社員に周知し，これを理解し実践できるよう教育活動を推進して，弊社の環境

保全活動について，ご理解していただくために一般の方々にもこの環境経営方針を含め環境経営レポー

トを公開します。 

                           制定日：２０１７年 ２月１日 

                           改定日：２０１９年１２月２日 

                    松栄電設工業株式会社 

                         代表取締役 

                              木村 和由 

 



47期（基準年度） 48期 49期 50期

（2021年度） （2022年度） （2023年度） （2024年度）

実績 目標 目標 目標

470,555 465,849 461,144 456,438

△１％ △2% △3%

24,268 24,025 23,783 23,540

△１％ △2% △3%

20,736 20,528 20,321 20,114

△１％ △2% △3%

29,202 28,910 28,618 28,326

△１％ △2% △3%

100 100 100 100

±0 ±0 ±0

100 100 100 100

±0 ±0 ±0

215 212.9 210.7 208.6

△１％ △2% △3%

（注記）

1.電気の二酸化炭素排出係数は，2020年度九州電力調整後係数0.479㎏-CO2／kWhを使用

2.灯油，LPGは使用量が少ないので，目標には設定せず，日常活動で管理していく。

3.二酸化炭素排出量は灯油・LPGを含む。

4.50期（2024年度）までの目標は，47期（2021年度）の△1％，△2％，△3％として取組む。
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1-3

4

2-1

ガソリン消費量削減
（ガソリン消費量）
　　　　　　　　　　（  L  ）

産業廃棄物リサイクル
率
　　　　　　　　　　( ％ ）

3

2-2

【各年度の対象期間は、決算年度　　６月～翌年　５月】

推進する

環境方針の
番号

選択課題

二酸化炭素排出量削減
(ＣＯ2排出量)
　　　　　　　　　　（㎏-CO2）

1

1-1

1-2

推進する 推進する推進した

電力消費量削減
（電気消費量）
　　　　　　　　　　（ｋＷｈ）

軽油消費量削減
（軽油消費量）
　　　　　　　　　　（  L  ）

一般廃棄物リサイクル
率
　　　　　　　　　　( ％ ）

水使用量削減
（水使用量）

　　　　　　　　　　（ ｍ3 ）

洗車を推進する

来期環境経営
目標



1 二酸化炭素排出量削減

総務部 ○

全部門 ○

全部門 ○

総務部 ○

全部門 ○

全部門 ○

全部門 ○

全部門 ○

全部門 ○

全部門 ○

全部門 ○

全部門 ○

全部門 ○

全部門 ○

全部門 ○

総務部 〇

全部門 〇

全部門 〇

全部門 ○

全部門 ○

○：達成、△：一部達成、×；未達成、－：該当無し
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対象部門

1-1

1-2

1-3

2

3

4

電力消費量削減

軽油消費量削減

廃棄物のリサイクル

6

洗車の推進

5

水使用量削減

　1．

　2．

　3．

　4．

　2．

　3．

　4．

　1．

　1．定期的に洗車をする

　2．汚れが目立つ時に洗車をする

　4．

　1．節水コマの使用

　2．洗濯時の水量削減

　3．

　4．

　3．水のかけ流しをしない

　4．

　1．現場ごとに定められた分別法に従う

　2．廃棄物コンテナに分別標識を取り付ける

　3．正確な分別によるリサイクル量の向上

　4．車両運行管理システムの導入

　1．エコドライブの徹底(急発進・急停車の抑制等)

　2．アイドリングストップ

　4．車両運行管理システムの導入

　3．低燃費車の導入

　5．

　6．

　7．

　8．

　1．エコドライブの徹底(急発進・急停車の抑制等)

　3．更新時、低燃費車の導入

　2．アイドリングストップ

評価

　3．適正な冷暖房温度

　4．更新時、節電型機器の導入

ガソリン消費量削減

環境方針
の番号

目標課題 具体的な行動（活動）

　1．不使用場所の消灯

　2．業務終了後のPCシャットダウン

環境経営計画と評価
2022年度（第48期）
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消灯

節水コマ



6

節水ステッカー

ごみ分別

照明のLED化 節電ステッカー

環境活動



産廃保管場所表示

産廃処理
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環境経営活動の実績と評価、次年度の取組内容
対象期間：2022年6月～2023年5月（第48期）

評価基準：○100%以上　△90%以上100%未満　×90%未満

1 数値 470,555 465,849 503,942 92.4% △

（kg-CO2）

1-1 数値 24,268 24,025 26,098 92.1% △

（kWh）

1-2 数値 20,736 20,528 21,104 97.3% △

（L）

1-3 数値 29,202 28,910 32,034 90.2% △

（L）

2 数値 100 100 100 100.0% ○

（％）

3 数値 215 212.9 186 114.5% 〇

（㎥）

4 数値 - 推進する 推進した 100% ○

　　※2020年度の九州電力二酸化炭素調整後係数：0.479kg-CO2/kwh

　　　　http://www.kyuden.co.jp/enviroment_notice.html
　　※目標達成率=（目標値）／（実績値）

評価と
次年度の
取組内容

昨年に比べ10%程増加している、夏場におけるエアコンの
使用量が増加している事に起因しているかと思われる。そ
の年の気候状況に左右される事が大きいが使用されてい
ない部屋の温度チェック等で対応する。

環境方針
番号

選択課題
基準年度

47期
（2021年度）

48期

（2022年度）
目標
△1％

48期
（2022年度）

実績

目標
達成率

評価

二酸化炭素排出量　

評価と
次年度の
取組内容

目標達成率が100％を下回った。出張工事、高速道路関係
工事の受注増加によるガソリンと軽油の使用量増加が大
きく影響している。電力使用量も増加している為使用して
いない部屋のエアコン、照明等の消灯等を心がける。

電力使用量

ガソリン使用量　

評価と
次年度の
取組内容

９月～１１月にかけ出張工事が増加し遠距離走行が増え
たことが要因かと思われる。また遠距離走行に伴い、自社
軽自動車ではなくレンタル普通車タイプの燃費の悪い車両
を使用したことも原因かと思われる。

軽油使用量　

評価と
次年度の
取組内容

ガソリンと同様出張工事の増加の他高速道路上の夜間工
事が短期間発生した為１０月、１１月と前年に比べ消費量
が増えている。燃費の悪い車輛等の入替も考えて今後対
応していきたい。

廃棄物リサイクル率

評価と
次年度の
取組内容

前年度に比べ排出量が極端に増えたが、産廃業者と委託
契約を締結し排出時に分別することで極力リサイクルでき
る方向で努力している。

水使用量　

評価と
次年度の
取組内容

達成率が100%を超えている。ガソリンや軽油とは逆に各車
自社にある期間が短く洗車の頻度が少なくなって来たこと
が起因していると考えられる。

洗車の推進

評価と
次年度の
取組内容

洗車を毎週金曜日にするように設定している。洗車に使用
する際の水を高圧タイプのホースを使いなるべく少量の水
で行えるように施している。

9
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活動実績グラフ

☆46期　（2020年度）

☆47期　（2021年度）

☆48期　（2022年度）



法規制 適用条項 事項 状況 チェック者 確認日

廃棄物処理法 三章 廃棄物の処理
（□60ｃｍ以上の表示）

遵守 現場担当 6/1

十二条 廃棄物排出
事業者との
委託契約
マニフェストの
交付Ａ票
マニフェストの
回収（B2，D，Ｅ票）

保管済 総務部担当 6/1

管理表状況報告 提出済 総務部担当 6/1

自動車リサイクル 車両入替時の 遵守
法 適切な処理 購入業者に委託

エアコン，冷蔵庫 該当無し
洗濯機の適正処分購入業者に委託

該当無し
購入業者に委託

大分市環境
基本条例
フロン排出 空調機器室外機の定期点検 目視点検（点検書類は保管）

抑制法 入替時適切な処理 領収書
環境関連法規は遵守されていました。

　苦情・訴訟等はありません。
　関連機関からの指導等もありません。

総務部担当

6/1

6/1

免状の写しの保管

消防法 二章三条 消火器の点検 有効期限確認済 総務部担当 6/1

三条電気工事法

二章八条

五条 事業者の責務

一章二条

グリーン購入法 五条 環境物品の選択

（PC）リサイクル法 六条 PCの適正処分

浄化槽法 三章十条 定期保守点検

家電リサイクル法六条

遵守

総務部担当

総務部担当

総務部担当

総務部担当

総務部担当

総務部担当

総務部担当

点検済 総務部担当

遵守 総務部担当
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環境関連法規の遵守状況

外部からの苦情等の受付結果

6/1

6/1

6/1

6/1

6/1

6/1

6/1

6/1

契約済

保管済

保管済



作成日 2023年8月1日

代表者 木村　和由

7　その他

継続していく

見
直
し
の
必
要
性
判
断
と

代
表
者
の
指
示

④環境経営システム

②環境経営目標

③環境経営活動計画

継続していく

継続していく

継続していく

⑤実施体制

その他の指示

継続していく

特になし

各種法規は遵守した。
各種法規を遵守した。引き続
き，厳正な処理を行ってい
く。

作業現場や作業内容に左右された面が
あったが，目標達成率100％前後を達成
することができた。

環境情報 環境経営管理責任者の所見 代表者のコメント

1　環境関連法規等の遵守状況
　確認結果

2　環境経営目標の達成状況
引き続き意識づけしながら，使用量
及び排出量の削減を目指す。
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引き続き評価の向上に向けて取り組
んでいく。

全従業員で継続しながら，評
価の向上を目指していく。

4　問題点の是正、予防の状況

5　外部からの苦情の有無及び
  対応結果

6　環境上の緊急事態の訓練
　結果及び対応結果

今後も全従業員に周知徹底し
ながら，災害0を継続してい
く。

3　環境経営活動計画の実施状況

問題点はなかった。
問題点はなかった。引き続
き，注意していきたい。

48期を通し，苦情はなかった。
今後とも，全従業員で苦情０
を継続していく。

全従業員に周知徹底させた。

特になし。 特になし。

①環境経営方針

代表者による全体の

評価と見直し記録




